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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は２枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入しても

構いません。 
５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問題

についての解答であるのかを答案中に明示してください。 
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以下の問題について解答しなさい。 

 
問題１（１０点） 
「特定財産承継遺言」について、解答用紙５行程度で説明しなさい。 

 
問題２（１５点） 
次の〔事実〕を読んで、後記の〔問題〕に答えなさい。 

〔事実〕 
１．Ａは、自家用車Ｈを所有していたが、友人のＢがこれを購入したいというの

で、ＡＢ間でＨの売買契約が締結された。これによれば、１か月後の大安の日

に（第１納車日）、Ａの自宅でＨを引き渡し、その引渡しと引き換えにＢが代

金を支払うことになっていた。 
２．Ａは、第１納車日にＨを引き渡す準備を完了して自宅で待機していたが、Ｂ

は友人の結婚式に出席していて、この日にＡ宅を訪れることはなかった。翌日、

Ｂは、Ａに事情を説明したうえで、２週間後の日曜日に引渡しを受けたい旨、

願い出たところ、Ａは仕方なくこれを承諾した（第２納車日）。 
３．その後、Ａは、通常通りの方法でＨを保管していたが、第１納車日から１０

日が経過した日の深夜に、自動車窃盗団によりＨが盗まれ、すでに海外に運ば

れてしまい、取戻しは不可能になった。 
４．第２納車日に、ＡがＢに現状を説明したところ、Ｂは、「Ｈが引き渡せない

のであれば、この契約を解除するので、代金は払わない。」という。 
 
〔問題〕 
上記〔事実〕１から４までを前提として、ＡがＢに対して「ＢはＨの売買代金

を支払うべきである。」と主張したのに対して、ＢはＡに対して「ＡＢ間の売買

契約を解除する。」と主張した。この場合、いずれの主張が正当か、について論

じなさい。 
以 上 

 


